
地震の時、授業や登下校はこうなります！  

Ⅰ 地震調査情報が出たとき 
観測データ－に通常と異なる変化が出ている場合 

授業の時 登下校の時 家にいる時 

通常通り 

Ⅱ 地震注意情報および南海トラフ地震に関連する情報（臨時）が出たとき 
地震の前兆現象の可能性が高まったと認められる場合 

授業の時 登下校の時 家にいる時 

職員引率で集団下校 急いで帰宅する 学校は休校。登校しない。 

↓↓これより下はさらに緊急性が高くなっています。↓↓ 

Ⅲ 地震予知情報（警戒宣言ともいいます）が出たとき 

地震が発生する恐れがあると認められた場合 

授業の時 登下校の時 家にいる時 

学校で子ども達を預かり 

保護します。 

近くの避難所に避難※ 

学校が近ければ学校 
学校は休校 保護者と避難 

Ⅳ 地震津波警報が出たとき 

授業の時 登下校の時 家にいる時 

学校で子ども達を預かり 

保護します。 

近くの避難所に避難※ 

学校が近ければ学校 
学校は休校 保護者と避難 

地震の場合は、保護者が二次災害にあってしまう危険性があるの

で、原則保護者への引き渡しは行いません。 

児童の安全が確認でき、保護者への引き渡しを行うときは、メールやホームページ等でお知らせします。 

※学区内避難所（自宅、登下校途中で近いところをチェックしましょう） 

1 伊勢市神社港294 神社小学校 校舎 0596-36-4666 

2 伊勢市神社港294 神社小学校 屋内運動場 0596-36-4666 

3 伊勢市竹ヶ鼻町78-10 港中学校 校舎 0596-36-4144 

4 伊勢市竹ヶ鼻町78-10 港中学校 屋内運動場 0596-36-4144 

5 伊勢市竹ヶ鼻町98-2 竹ヶ鼻第一団地(東棟) 
 

6 伊勢市竹ヶ鼻町99-5 竹ヶ鼻第一団地(西棟)  
 

7 伊勢市竹ヶ鼻町100 シンフォニアテクノロジー総合ビル 0596-36-1155 

8 伊勢市神社港107-5 シンフォニアテクノロジー五十鈴寮 0596-31-2010 

9 伊勢市小木町曽祢538 イオンタウン伊勢ララパーク 0596-31-1211 

10 伊勢市小木町249-6 アンジュール小木Ⅱ 
 

11 伊勢市馬瀬町850 わが家 伊勢 0596-36-2200 

 



風水害の時、授業や登下校はこうなります！令和元年 神社小学校 

Ⅰ 特別警報が出たとき 『ただちに命を守る行動をとる』 

始業前 始業後 

・ 登校しない。ただちに命を守る行動をとる。 

・ 午前11時までに解除の時は、安全確認の後、

「すぐメール」等で授業等の連絡を行います。 

・ 午前11時を過ぎても解除されない場合、休業日

とします。 

・ すぐに授業は中止します。 

・ 状況に応じて、学校に待機あるいは保護者への引

き渡し等を判断します。 

・ 対応については「すぐメール」等で連絡します。 

Ⅱ 暴風警報または暴風雪警報が出たとき 
※発令の範囲は「三重県全域」「南部」「伊勢志摩」「伊勢志摩の一部」「伊勢市」 

始業前 始業後 

・ 登校しない。自宅で自習 

・ 午前９時までに解除されたときは、4時間目から

の授業準備をして、午前11時までに登校。給食

を実施します。 

・ 午前9時から午前11時までに解除されたとき

は、自宅で昼食を取り、午後の授業準備をして、

午後1時から午後1時30分までに登校。 

・ 午前11時を過ぎても解除されない場合、休業日

とします。 

・ すぐに授業は中止します。 

・ 安全に下校できそうなときは、職員引率で集団下

校。 

・ 安全に下校できそうにないときは、状況に応じ

て、学校に待機あるいは保護者への引き渡し等を

判断します。 

・ 対応については「すぐメール」等で連絡します。 

Ⅲ その他の天候異変について 

大雨警報・洪水警報・高潮警報・波浪警報 

・ 登校することを原則とします。 

・ 危険が予想される場合は、保護者の判断で自宅待機させてください。 

・ 自宅待機の場合、必ず学校へ連絡してください。 

集団下校について 
 集団下校は、色別下校で行い、教師が付き添います。 

 学校まで児童を迎えに来られた場合には、必ず教頭または担任に連絡しその指示に従ってください。 

 児童を下校途中で出迎えられた場合には、必ず引率の教師に連絡し、その指示に従ってください。 

保護者への引き渡しについて 
 保護者による児童の引き渡しが可能な場合については、緊急時の児童の引き渡しカードにより行います。 

 災害発生時の電話での学校への問い合わせは、関係各所との情報共有に支障が出ますので、ご遠慮ください。 

その他 
災害発生時の状況については、予想困難な場面があると思われます。ご家庭

でも日頃から、次の点を十分に話し合ってください。 
 災害発生時の対応 

 避難場所の確認。 

 緊急時の連絡方法。 

 連絡困難な場合の待ち合わせ場所。   

 

 

 


